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燃料価格高騰対策を求める緊急要請書 

 

 日頃、貴職におかれましては、県民生活向上に向けた各種施策に取り組まれていること

に対しまして、心より敬意を表します。 

 さて、日銀山形事務所によると、県内景気は「基調としては回復を続けている」との判

断ですが、県民の暮らしや中小企業の経営環境は依然として厳しく、景気回復を実感でき

ないという声が多く聞かれます。 

 特に、原油価格の高騰が続き、資源エネルギー庁の発表では、異常事態だった２００８

年とほぼ同レベルまで上昇してきている状況となっています。ガソリン、軽油、重油など

燃料費の高騰分を価格に適正に反映できない中小・零細業者は極めて厳しい経営を強いら

れています。 

 冬季の生活必需品である灯油の価格はこの３月から１８リットル１８００円台と高騰、

ガソリン価格もこの３月から１リットル１６５円前後で高止まるなど、移動手段を自家用

車に頼らざる得ない地域事情もある中で、冬に向けて県民の暮らしに経済的負担が重くの

しかかってくることが予想されております。価格高騰の要因として石油諸税と消費税の「二

重課税」問題も指摘される中、早急な対策が必要だと考えます。 

つきましては、燃料価格高騰から県民の暮らしと県経済を守るために、政府に対して「実

効ある燃料価格高騰対策の速やかな実施」を要請していただくとともに、山形県として可

能な対策を講じていただきたく、要請する次第です。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 


